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C 109　　紫外線照射エノキタケの呈味に関する研究：　主として核酸関連化合物に

ついて

埼玉大教育　○桐渕壽子、川嶋かほる

目的　ビタミンＤを含む食品が少ないなかでエノキタケに紫外線を照射すると著しくビ

タミンD  a（D  2〉が生成されるので、このD2 強化エノキタケを日常の調理に利用していく

ことを考え検討してきた。本研究では主として核酸関連化合物について検討した。

方法　試料エノキタケは紫外線を2一時間照射した後、生および乾燥したi>のについて、

浸水時間２時間または沸騰時間15 分でIf iff性の高い抽出液が得られたので、これらを検液

とした。分析は高速液体クロマト グラフィによった。島津LC3A型、カラムは　AsahipackGS

-320（7.6jihφ×SOOmni〉を使用し、移動相200inM リン酸ナトリウム（pH2.90 ）、流速　I.OdI

/ninで室温（25～ib℃）で分析し、uv 260nnで検出した、

結果　エノキタケに含t れる呈味物質はイノシン酸（IMP ）とグアニル酸（GMP)で、それ

ぞれ約　540iEg％、260ing％であった。紫外線照射の有無による差はほとんど認められなか

った。乾燥することで旨味の強い　GMPやIMP は数倍増加した。乾燥すると遊離のグルタミ

ン酸も増加I）することから　IMPやGMP とグルタミン酸との相乗効果により、生より乾燥エノ

キタケの方が著しく旨味を増すと思われた。乾燥エノキタケの　GMPを　IMPに換算すると、

IMP として約in8in| ％であり、シイタケの　IMPとして約700Big％より、t た、かつを節の

IMP約6 0 0jig％りよりはるかに多かった。エノキタケの呈味は、□当たりはよく、旨味が後

まで残るヌクレ オチドを多く含むことから非常に好ましいものと思われた。各種調理に応

用し、官能検杢に供したところ旨味やコクの増加が感知され嗜好性の向上がみられた。

□ 家政誌、ii、415～321   (1991),     2）埼玉大学紀要教育学部、39,   ≪3～93   （1990〉
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